







A New Visible-Light Curing Soft Lining Material, "Lite Line"
TETSUYA TAKAMATA AKIHIRO KUROIWA IKUFUMI KURASAWA
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図22：各種溶液における分光分布パターンの経日的変化
常の臨床に不安なく，確実なリライニングの術式
が確立される必要がある．今回使用した光重合型
軟質裏装材は，フローが粘膜の変位を引き起こさ
ない程度に従来のものと比べ遅く，患者に咬合の
指示を与えやすいことから4つ目の問題はある程
度は回避でき得ると思われる．また可視光線照射
による重合であることから，硬化するまで持続的
に咬合力を加える必要はなく7つ目の問題は解決
される．さらにシングルコンポーネントであるた
め気泡の混入も少なく，不足部分への追加も可能
である．以上のように，従来タイプの軟質裏装材
に比べ光重合による硬化促進が期待され，口腔内
に装着している時間が短く，またフローが遅いた
め術者の操作性も患者自身の口腔内保持も比較的
容易である等が特徴的である．さらに本材料には
メチルメタクリレート（MMA）モノマーは含ま
れていないことが確認されており5），口腔粘膜に
対する刺激は少ないものと考えられる．
松本歯学　19（1）1993
2．変色について
　食物摂取時あるいは咀噌時の口腔内は軟質裏装
材に限らず一般に補綴材料にとって苛酷な環境に
ある．歯科用金属あるいは歯科用アクリリックレ
ジンなどの硬質材料は，成形されたものが軟らか
い軟質材料よりは耐変色性は優れていると考えら
れる，軟質材料は組織構造が粗で組織間隙に容易
に色素の侵入，沈着が生じ，さらに咀噌下では圧
縮（compression）と開放（release）が繰り返さ
れ，唾液に溶解した食物色素が圧縮から開放時に
組織に吸引される現象が考えられる．著者らはこ
の現象を「スポンジ効果」と呼んでいるが，同時
に組織に侵入した細菌が変色の1原因であるとも
考えられる6）．いつれにしても口腔内においては
軟質裏装材そのものの耐変色性あるいは抗菌性は
ない．
　著者等は従来タイプの軟質裏装材の変色に関し
て一連の検討を行なってきたが7～1°）ポリオレフィ
ン系，フッ素樹脂系，シリコーン系のいつれの系
に属する軟質裏装材も変色が観察され，その様相
は溶液の種類と材料の種類とに深い関わりがあ
り，△Eの変化を，徐々に変色が進むパターン（1
型），ある時期まで変化がなく急激に変化の現われ
るパターン（II型），一旦変化するとその後の変化
がほとんど見られないパターン（m型），一旦変化
し，しばらく変化が見られなく，その後再び変化
し始めるパターン（IV型）の4型に分類できるこ
とを報告してきた8）．このパターンを本材料に当
てはめてみると1型にはインスタントコーヒー
が，III型にはターメリック溶液がそれぞれ該当す
る，
　分光分布パターンを観察することによって経日
に伴う色合の変化を具体的に知ることが出来る．
このパターンから生理食塩液，赤色102号液ではほ
とんど変化がなく，ターメリック溶液とβ一カロ
チン溶解オリーブオイル液ではほぼ同じ変化が見
られ，4週間後から低波長領域すなわち紫色から
緑色にかけて大きく変化し，以降12週目まで変化
の様相は変わらない．インスタントコーヒーでは
全波長域に大きな変化が見られ，コーヒーそのも
のの色にまで変化している，
ま　　と　　め
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rLite　Line」の臨床への応用と，変色について検
討したところ以下の結論を得た，
1．シソグルコンポーネントであるため操作性が
　　良く，気泡の混入が少なかった．
2．従来タイプに比較し追加修正が容易であっ
　　た．
3，メチルメタクリレート（MMA）モノマーが
　　含まれないため，口腔粘膜に対する　刺激が
　　少なかった．
4．光重合操作時間が短く，患者のチェアータイ
　　ムが少なくて済んだ．
5．変色傾向が大きいことから本材料は永久義歯
　　作製までの旧義歯のリライニングに有効と思
　　われた．
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